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は
じ
め
に

　

二
〇
一
六
年
、
大
阪
市
立
美
術
館
は
開
館
八
〇
周
年
を
迎
え
た
。
春
に
は

「
王
羲
之
か
ら
空
海
へ
―
日
中
の
名
筆 

漢
字
と
か
な
の
競
演
」（
四
月
十
二
日

～
五
月
二
十
二
日
）、
夏
に
は
「
デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
展　

大
西
洋
を
渡
っ
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
画
た
ち
」（
七
月
九
日
～
九
月
二
十
五
日
）
と
、
周
年
を
祝

う
に
ふ
さ
わ
し
い
大
型
の
展
覧
会
を
華
々
し
く
開
催
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の

秋
、
当
館
の
所
蔵
作
品
と
寄
託
作
品
に
よ
っ
て
「
壺こ

ち
ゅ
う
の
て
ん

中
之
展
―
美
術
館
的
小
宇

宙
」
を
開
催
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
壺
中
之
展
―
美
術
館
的
小
宇
宙
」
の

開
催
報
告
と
と
も
に
、
展
覧
会
で
触
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
、
大
阪
市
立
美
術
館

の
八
〇
年
を
振
り
か
え
っ
て
み
た
い
。

　
　
壺
中
之
展
に
つ
い
て

　

開
館
八
〇
周
年
記
念
展
「
壺
中
之
展
―
美
術
館
的
小
宇
宙
」
は
、
十
一
月
八

日
か
ら
十
二
月
四
日
の
四
週
間
（
開
館
二
十
四
日
間
）
に
わ
た
っ
て
、
館
蔵
・

寄
託
の
名
品
二
八
八
件
（
目
録
は
展
示
の
構
成
上
、
親
番
号
を
二
二
八
ま
で
と

す
る
）
を
出
陳
し
た
。
先
の
大
型
展
に
比
べ
れ
ば
予
算
規
模
は
決
し
て
大
き
く

な
い
が
、
在
阪
五
社
の
新
聞
社
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
来
館
者
か
ら

の
口
伝
え
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活
用
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
日
を
追
う
ご
と
に

入
館
者
数
を
増
や
し
、
最
終
的
に
一
三
、九
四
二
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。
会
期

中
何
度
も
来
場
す
る
方
、
ま
た
近
年
の
傾
向
で
も
あ
る
が
、
中
国
や
韓
国
、
台

湾
な
ど
海
外
か
ら
の
利
用
者
を
会
場
で
よ
く
見
か
け
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　

大
阪
市
立
美
術
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
周
年
に
あ
わ
せ
て
館
蔵
・
寄
託
の

名
品
を
一
挙
に
公
開
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
お
り
、
七
〇
周
年
で
あ
っ
た

二
〇
〇
六
年
に
は
「
大
阪
人
が
築
い
た
美
の
殿
堂 

―
館
蔵
・
寄
託
の
名
品
か

ら
―
」
と
題
し
て
六
六
八
件
の
作
品
を
紹
介
し
た
（
前
後
期
展
示
替
え
あ
り
）。

今
回
、
規
模
は
前
回
の
七
〇
周
年
に
お
よ
ば
な
い
が
、
館
を
代
表
す
る
名
品
を

揃
え
、
ま
た
各
章
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
館
の
歴
史
と
作
品
に
親
し
み
や
す
い
展

示
を
心
が
け
た
。
展
示
は
六
章
に
構
成
、
さ
ら
に
各
章
に
小
テ
ー
マ
を
設
け
、

学
芸
員
が
分
担
し
て
そ
れ
ぞ
れ
企
画
展
示
し
た
。
会
場
は
本
館
南
一
・
二
階
と

北
二
階
の
三
フ
ロ
ア
計
十
二
室
お
よ
び
二
階
回
廊
を
使
用
し
た
。

　

各
展
示
に
つ
い
て
は
後
ろ
の
頁
に
ま
と
め
た
〈
展
示
概
要
〉
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
が
、
全
体
の
流
れ
だ
け
こ
こ
で
触
れ
て
お
こ
う
。
南
一
階
に
第
一
章 

森
橋　

な
つ
み

〈
展
覧
会
報
告
〉

　
　
　 「
壺
中
之
展
」
と
大
阪
市
立
美
術
館
の
八
〇
年
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美
術
館
小
史
「
美
術
館
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
第
二
章 

美
術
鑑
賞
入
門
「
か
た

ち
を
た
の
し
む
８
・
０
・
壺
」、
つ
づ
い
て
北
二
階
に
第
三
章 

日
本
美
術
①
～

④
「
桃
山
人
―
肖
像
画
レ
ク
イ
エ
ム
」「
洗
練
華
麗
の
極
み
」「
爛
熟
の
江
戸
文

化
」「
文
人
趣
味
と
中
国
へ
の
憧
れ
」、
南
二
階
に
第
四
章 

中
国
美
術
①
②
「
書

韻
画
情
」「
雕
刻
時
光
」、
第
五
章 

仏
教
美
術
「
尊
キ
モ
ノ
」、
そ
し
て
二
階
回

廊
南
北
に
第
六
章
「
想
い
出
の
お
お
さ
か
」
と
し
た
。
冒
頭
の
第
一
章
で
美
術

館
の
歴
史
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
、
第
二
章
で
は
少
し
肩
の
力
を

抜
い
た
作
品
鑑
賞
を
提
案
、
第
三
か
ら
四
章
で
は
館
の
特
色
た
る
名
品
を
中
心

に
な
ら
べ
、
第
五
章
で
は
寄
託
の
優
品
を
展
示
、
そ
し
て
終
章
の
第
六
章
で
美

術
館
を
育
ん
で
き
た
大
阪
の
過
去
を
作
品
に
よ
っ
て
振
り
返
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

す
べ
て
を
紹
介
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ぐ
る
り
と
一
周
す
れ
ば
、
大
阪
市

立
美
術
館
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
理
解
い
た
だ
け
る
構
成
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
学
芸
員
全
員
が
展
示
に
携
わ
り
、
展
覧
会
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
毎
週

末
、
土
・
日
曜
日
と
交
代
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
講
演
を
お
こ
な
い
、
展
示

の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
企
画
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
内
容
を
も
っ
た
八
〇
周
年
記
念
展
、「
壺
中
之

展
―
美
術
館
的
小
宇
宙
」
と
題
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、こ
れ
は
『
後
漢
書
』

方
術
伝
に
あ
る
「
壺
中
之
天
」
の
故
事
か
ら
採
り
、
世
界
を
あ
ら
わ
す
「
天
」

を
展
覧
会
の
「
展
」
に
捩
っ
た
も
の
で
あ
る
。
壺
を
美
術
館
に
置
き
換
え
、
う

ち
に
広
が
る
別
天
地
（
小
宇
宙
）
に
酔
い
し
れ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
趣

旨
で
あ
っ
た
。
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
広
報
の
メ
イ
ン
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
、

当
館
の
収
蔵
品
第
一
号
で
あ
る
橋
本
関
雪
「
唐
犬
」
か
ら
図
像
を
取
り
、
壺
型

の
シ
ル
エ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
。

　
　
　
美
術
館
の
歴
史
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

本
展
の
開
催
は
八
〇
周
年
の
記
念
と
し
て
主
に
名
品
を
一
挙
に
展
観
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
展
覧
会
の
導
入
と
し
て
、
冒
頭
一
章
に
美
術
館
の
歴
史
と
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
示
を
設
け
た
。
こ
こ
か
ら
は
第
一
章
で
扱

っ
た
内
容
に
沿
い
な
が
ら
、
さ
さ
や
か
に
美
術
館
の
八
〇
年
を
振
り
返
り
、
ま

た
美
術
館
の
基
幹
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
な

広報チラシ（右：表面、左：裏面）
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お
、
大
阪
市
立
美
術
館
の
歴
史
に
つ
い
て
は
望
月
信
成
『
ひ
と
筋
の
細
い
道
』

（
一
九
八
四
）、『
大
阪
市
立
美
術
館
五
十
年
史
』（
一
九
八
六
）
な
ど
に
詳
細
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
五
十
周
年
ま
で
を
主
に
こ
れ
ら
に
拠
っ
て
振

り
返
り
、
そ
の
後
本
年
ま
で
の
三
十
年
は
別
途
資
料
を
紐
解
き
な
が
ら
略
述
し

て
お
く
。（

（
（

開
催
し
た
展
覧
会
等
、
紙
幅
の
都
合
上
触
れ
ら
れ
な
い
も
の
も
多
々

あ
る
が
、
本
稿
の
後
に
編
ん
だ
年
表
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
い
た
い
。

　
　
　
（（）  

開
館
に
む
け
て

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
一
日
、
大
阪
市
立
美
術
館
は
天
王
寺
の
地

に
誕
生
し
た
。
そ
れ
が
大
変
な
難
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
語

ら
れ
て
き
た
。
開
館
よ
り
遡
る
こ
と
十
六
年
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月

三
十
日
の
大
阪
市
会
に
お
い
て
「
大
正
八
年
陸
軍
特
別
演
習
行
事
の
際
の
御
下

賜
金
（
三
千
円
）
及
び
財
政
上
の
余
裕
金
（
壱
百
万
円
）
円
を
基
金
」
と
し
て
、

美
術
館
の
建
設
が
決
議
さ
れ
た
。
当
初
の
計
画
で
は
大
正
九
、十
年
度
に
か
け

て
内
容
調
査
並
び
に
設
計
、
大
正
十
一
、十
二
年
に
か
け
て
建
築
お
よ
び
諸
設

備
を
完
成
さ
せ
、
大
正
十
三
年
の
四
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
た
。

　

は
じ
め
、
美
術
館
の
建
設
地
は
大
阪
城
址
（
天
守
閣
再
建
前
）
内
を
第
一
候

補
と
し
て
い
た
が
、
当
時
そ
の
場
に
置
か
れ
て
い
た
陸
軍
第
四
師
団
司
令
部
と

の
交
渉
が
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
候
補
地
を
決
め
か
ね
て
い
る

中
、住
友
家
十
五
代
当
主 

住
友
友と

も
い
と純（

号 

春
翠
）
氏
よ
り
本
邸
敷
地
と
慶
沢
園
、

お
よ
び
古
戦
場
の
茶
臼
山
を
美
術
館
の
建
設
・
公
園
と
し
て
の
利
用
と
い
う
条

件
の
も
と
、
大
正
十
年
十
二
月
六
日
付
で
寄
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
か
く
し

て
美
術
館
は
現
在
の
天
王
寺
茶
臼
山
の
地
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

建
設
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
矢
先
、
大
阪
市
庁
舎
（
中
之
島
旧
庁

舎
）
建
設
の
あ
お
り
に
よ
る
財
政
難
か
ら
工
事
が
遅
延
し
、
さ
ら
に
大
正
十
二

年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
が
大
き
く
影
響
し
て
大
幅
な
遅
れ
を
生
ん

だ
。
よ
う
や
く
基
礎
工
事
が
完
了
し
て
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
の
が
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
一
月
十
八
日
、
翌
四
年
一
月
二
十
二
日
に
上
棟
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。つ
い
で
昭
和
五
年
五
月
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
が
完
了
し
た
が
、

世
界
恐
慌
は
日
本
に
も
影
を
落
と
し
、
大
不
況
に
よ
っ
て
工
事
が
中
断
。
再
開

さ
れ
た
昭
和
九
年
、
外
装
工
事
が
竣
工
す
る
も
九
月
に
第
一
次
室
戸
台
風
が
大

阪
を
直
撃
し
、
ま
た
も
や
工
事
の
遅
延
と
な
っ
た
。

　

度
重
な
る
工
事
の
中
断
と
遅
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
美
術
館
は
、
当
初
の
予

定
か
ら
大
い
に
遅
れ
て
昭
和
十
一
年
、
よ
う
や
く
開
館
の
運
び
と
な
っ
た
。
五

月
一
日
に
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
、翌
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
十
九
日
間
、

落
成
記
念
展
と
し
て
「
改
組
第
一
回
帝
国
美
術
院
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
入
場

者
は
八
万
八
七
〇
〇
人
余
り
と
大
変
な
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。（

（
（

こ
こ
に
出
品

さ
れ
て
い
た
橋
本
関
雪
「
唐
犬
」
な
ど
六
点
が
買
い
上
げ
ら
れ
、
美
術
館
に
と

っ
て
は
じ
め
て
の
所
蔵
品
と
な
っ
た
。
ま
た
同
年
九
月
十
一
日
、
南
館
の
内
部

工
事
の
終
了
を
も
っ
て
美
術
館
の
全
設
備
が
揃
い
、
開
館
記
念
と
し
て
「
名
宝

展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
御
物
の
出
陳
を
は
じ
め
帝
室
博
物
館
や
寺
社
、
諸

名
家
の
出
陳
協
力
を
得
て
国
宝
を
含
む
古
美
術
の
名
品
、
西
洋
画
、
西
洋
彫
刻

な
ど
三
七
四
件
の
並
ぶ
壮
観
な
総
合
美
術
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　

（（）  

美
術
館
の
戦
中
戦
後

　
「
芸
術
の
殿
堂
」
と
謳
わ
れ
て
、
開
館
の
年
度
は
帝
展
・
名
宝
展
ほ
か
合
わ

せ
て
七
つ
の
特
別
展
を
矢
継
早
に
開
催
し
て
い
っ
た
が
、
翌
年
七
月
に
盧
溝
橋

事
件
が
発
生
、
折
し
も
時
代
は
戦
争
へ
と
む
か
い
、
次
第
に
美
術
館
の
活
動
も

緊
縮
を
迫
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、
美
術

館
は
軍
部
に
南
館
一
階
な
ど
を
部
分
接
収
さ
れ
、
高
射
砲
師
団
司
令
部
が
配
さ
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れ
た
。
戦
中
は
制
限
を
受
け
な
が
ら
も
展
覧
会
を
継
続
し
て
い
た
が
、
昭
和

二
十
年
、終
戦
後
に
今
度
は
連
合
国
軍
に
よ
っ
て
全
館
を
接
収
さ
れ
て
し
ま
う
。

美
術
館
で
の
活
動
の
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
立
ち
退
き
を
強
い
ら
れ
た
。
美

術
館
員
は
事
務
所
を
転
々
と
移
し
、
公
募
展
の
開
催
な
ど
で
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
、
寄
寓
し
て
い
た
難
波
の
元
精
華
国
民
学
校
に
作
家

の
育
成
を
目
指
し
た
「
大
阪
市
立
美
術
研
究
所
」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
時
生

ま
れ
た
美
術
研
究
所
は
、
現
在
も
大
阪
市
立
美
術
館
に
付
設
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
少
し
前
後
す
る
が
、
こ
の
時
期
、
美
術
館
の
基
幹
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な

る
三
つ
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
、
東
洋
紡
績
株
式
会
社
社
長
で

あ
っ
た
阿
部
房
次
郎
蒐
集
の
中
国
書
画
一
六
〇
件
が
、
子
息
の
孝
次
郎
氏
に
よ

っ
て
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
伝
王
維
「
伏
生
授
経
図
」（
重
要
文
化
財
）
を
は

じ
め
と
す
る
名
品
を
含
ん
だ
、
国
内
外
に
知
ら
れ
た
当
館
を
代
表
す
る
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
ま
た
翌
十
八
年
に
は
、
実
業
家
・
政
治
家
と
し
て
著
名
な
武

藤
山
治
氏
子
息
の
金
太
氏
よ
り
小
西
家
伝
来
の
尾
形
光
琳
関
係
資
料
三
十
三
件

が
寄
贈
さ
れ
た
。
現
在
、
重
要
文
化
財
に
一
括
指
定
さ
れ
て
い
る
本
資
料
は
、

光
琳
の
子
寿
市
郎
の
養
子
先
で
あ
っ
た
小
西
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

武
藤
家
へ
の
譲
渡
、
そ
し
て
当
館
へ
の
寄
贈
の
経
緯
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
多
分
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
九
年
に
は

住
友
家
十
六
代
当
主
住
友
友
成
氏
よ
り
「
関
西
邦
画
展
」（
昭
和
十
八
年
開
催
）

出
陳
の
日
本
画
二
十
件
の
寄
贈
を
受
け
た
。
上
村
松
園
「
晩
秋
」
な
ど
の
優
品

を
含
む
作
品
の
寄
贈
は
、
美
術
館
の
館
蔵
品
が
未
だ
十
分
で
な
い
こ
と
を
鑑
み

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
、
粘
り
強
い
交
渉
の
末
、
美
術
館
の

接
収
解
除
が
実
現
し
た
。
連
合
国
軍
の
去
っ
た
美
術
館
は
、
陳
列
ケ
ー
ス
の
破

損
、
壁
の
ペ
イ
ン
ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
に
使
用
さ
れ
た
展
示
室
な
ど
、

復
旧
に
時
間
の
か
か
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
開
館
し
て
十
年
余
り
で
美
術

館
は
す
っ
か
り
荒
れ
て
果
て
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
接
収
時
に
封
印
を

約
束
し
て
い
た
収
蔵
庫
の
作
品
は
い
ず
れ
も
無
事
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
三
年
、

十
分
な
復
旧
で
は
な
い
も
の
の
、
美
術
館
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
再
開

記
念
展
と
し
て
「
西
洋
美
術
名
作
展
」、
ま
た
長
ら
く
実
現
し
て
い
な
か
っ
た

古
美
術
の
展
示
「
肉
筆
浮
世
絵
展
」
な
ど
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
頃
の
美
術
館
界
隈
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。「（
前
略
）

こ
の
頃
か
ら
、
天
王
寺
駅
と
ア
ベ
ノ
筋
一
帯
に
、
ヤ
ミ
市
が
所
せ
ま
し
と
立
ち

並
び
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
物
資
が
販
売
さ
れ
始
め
た
。
そ
れ
に
並
行
し
て
、
公
園

の
入
口
の
広
場
で
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
奏
で
る
楽
士
を
取
り
囲
ん
で
一
般

通
り
す
が
り
の
民
衆
が
、
流
行
歌
を
皆
で
歌
う
、
青
空
音
楽
会
が
自
然
発
生
し

た
（
後
略
）」（

（
（

現
在
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
長
ら
く
天
王
寺
公
園
周
辺

に
は
こ
う
い
っ
た
雰
囲
気
が
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昭
和
二
十
四
年
、
戦
後
復
興
の
機
運
の
中
、
美
術
館
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を

自
覚
を
強
め
て
い
た
頃
、
一
月
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損
を
期
に
、
広
く
美
術

へ
の
認
識
を
求
め
て
「
美
術
館
友
の
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
昭
和
二
十
五

年
の
文
化
財
保
護
法
制
定
に
向
け
て
他
館
と
協
力
し
て
取
り
組
み
、
勧
告
承
諾

出
品
館
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
翌
二
十
六
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
博
物
館
法

に
よ
り
教
育
委
員
会
所
管
へ
変
更
さ
れ
る
と
、
組
織
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。

武藤金太(1898-1966)

阿部房次郎(1868-1937)

住友友成（1909-1993）
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美
術
館
の
大
改
修

　

戦
時
下
で
美
術
館
が
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
し
ば
ら
く

は
開
館
に
最
低
限
の
修
復
に
と
ど
ま
る
し
か
な
く
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て

よ
う
や
く
内
装
を
中
心
と
し
た
改
修
が
実
現
し
た
。
昭
和
四
十
年
に
入
る
と
館

自
体
の
老
朽
化
が
進
行
し
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
部
分
改
修
を
は
じ
め
、
昭

和
五
十
二
か
ら
五
十
四
年
の
三
か
年
計
画
で
大
改
修
を
行
っ
た
。
改
修
は
会
場

空
調
化
工
事
を
基
本
と
し
て
、
ク
ロ
ス
張
替
や
照
明
な
ど
の
基
本
設
備
も
全
面

的
に
整
備
・
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
館
内
の
美
観
が
整
え
る
べ
く
中
央
ホ
ー
ル
は

大
理
石
張
り
と
な
り
、
ホ
ー
ル
天
井
に
は
大
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
二
基
が
新
設
さ
れ

た
。
こ
の
大
改
修
に
よ
っ
て
現
在
の
美
術
館
本
館
部
分
は
整
え
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
、
本
館
南
館
や
あ
べ
の
ベ
ル
タ
三
階
の
展
示
室
（
現
在
は
廃
止
）
を
利
用

し
て
い
た
美
術
団
体
展
覧
会
が
年
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
受
け
、
平
成
四
年

に
は
大
阪
市
立
美
術
館
の
地
下
二
階
に
新
展
覧
会
室
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
こ
に

お
い
て
現
在
の
美
術
館
の
姿
と
な
っ
た
。

　

大
改
修
に
よ
っ
て
美
術
館
が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
頃
、
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
も
大
き
く
充
足
さ
れ
た
の
で
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
収
集
家
の
岡
村
蓉
二
郎
氏
か
ら
中
国
金
石
拓
本
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
括
購
入
し
、
氏
の
雅
号
を
と
っ
て
師
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
た
。
ま
た
同
年
六
月
、
中
島
小
一
郎
氏
よ
り
葛
飾
北
斎
「
潮
干
狩
図
」
他

三
件
の
寄
贈
を
う
け
た
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
名
品
で
あ
る
。
昭
和
五
十
二
年
、
当
館
員
に
よ
る
調
査
・
整
理
が
機

縁
と
な
っ
て
関
西
の
実
業
家
、
山
口
謙
四
郎
氏
蒐
集
の
中
国
石
造
彫
刻
一
二
五

件
、
青
銅
器
五
八
件
、
陶
磁
器
二
九
件
ほ
か
全
二
二
四
件
が
譲
渡
さ
れ
た
。
な

か
で
も
中
国
石
造
彫
刻
群
は
北
魏
か
ら
隋
唐
に
至
る
ま
で
記
年
銘
を
も
っ
た
優

品
が
数
多
く
、
質
・
量
と
も
に
充
実
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
を
な
し
て
い

る
。
ま
た
昭
和
五
十
五
年
、
五
十
七
年
、
六
十
二
年
と
三
回
に
わ
た
っ
て
、
田

万
清
臣
氏
・
明
子
夫
人
蒐
集
の
日
本
・
東
洋
美
術
六
六
三
件
が
寄
贈
さ
れ
た
。「
銅 

湯
瓶
」
な
ど
四
件
の
重
要
文
化
財
が
含
ま
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
狩
野
宗

秀
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
が
新
た
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
に
加
わ
り
計
五
件
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
年
以
降
数
回
に
わ
た
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
U.

A.

カ
ザ

ー
ル
氏
蒐
集
の
日
本
近
世
・
近
代
の
漆
工
芸
を
中
心
と
し
た
約
四
〇
〇
〇
件
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
研
究
者
で
も
あ
っ
た
氏
の
慧
眼
を
経
て
集
め
ら
れ
た
特
色

あ
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

岡村蓉二郎(1910-1991)

ｳｰｺﾞ･ｱﾙﾌｫﾝｽ･ｶｻﾞｰﾙ 
(1888-1964)

山口謙四郎(1886-1957)

田万清臣(1892-1979)・明子
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主
な
展
覧
会
と
収
集
（
昭
和
六
十
一
年
以
降
）

　

全
館
を
改
修
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
た
美
術
館
。
こ

こ
か
ら
は
開
催
し
て
き
た
展
覧
会
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。な
お
、

昭
和
六
十
年
ま
で
の
記
録
は
『
大
阪
市
立
美
術
館
五
十
年
史
』
に
詳
細
が
あ
る

の
で
こ
こ
で
は
触
れ
ず
、
そ
れ
以
後
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
開
館
五
〇
周
年
を
む
か
え
、
記
念
展
と
し

て
「
館
蔵
名
品
選
」
を
三
部
構
成
で
開
催
し
た
。
当
時
約
六
五
〇
〇
件
を
か
ぞ

え
た
収
蔵
品
の
中
か
ら
約
七
〇
〇
件
を
選
び
、
第
一
部
「
中
国
の
美
術
」（
四

月
二
十
九
日
～
六
月
一
日
）、
第
二
部
「
日
本
の
美
術
」（
六
月
十
日
～
七
月

六
日
）、
第
三
部
「
地
中
海
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術
」（
八
月
八
日
～
八
月

三
十
一
日
）
と
し
て
、
四
月
の
末
よ
り
約
一
カ
月
ず
つ
、
会
期
を
分
け
て
展
観

す
る
規
模
の
大
き
な
も
の
に
な
っ
た
。
同
年
は
付
設
の
美
術
研
究
所
も
周
年
を

迎
え
「
四
〇
周
年
記
念
展
」
を
開
催
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
天
王
寺
博
覧
会
の
開
催
は
天
王
寺
公
園
内

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。「
い
の
ち
い
き
い
き
―
人
・
い
き
も
の
の
共

存
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
八
日
の
一
〇
〇
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
今
も
天
王
寺
公
園
内
に
残
る
安
藤
忠
雄
設
計
の
テ
ー

マ
館
（
現
在
は
植
物
温
室
・
映
像
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
）
も
建
て
ら
れ

た
。
ま
た
、天
王
寺
動
物
園
が
旧
天
王
寺
野
外
音
楽
堂
跡
地
を
編
入
し
て
拡
張
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
博
覧
会
に
は
会
期
を
通
し
て
約

二
五
〇
万
人
の
来
場
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
阪
市
立
美
術
館
で
は
博
覧
会
に
合

わ
せ
て
、
中
国
陝
西
省
博
物
館
の
協
力
の
も
と
「
中
国
陝
西
省
出
土
文
物　

金

龍
・
金
馬
と
動
物
国
宝
展
」
を
大
阪
二
十
一
世
紀
協
会
と
共
催
で
開
催
し
た
。

博
覧
会
の
余
韻
さ
め
や
ら
ぬ
翌
六
十
三
年
に
は
、
尾
形
光
琳
「
燕
子
花
図
」
が

新
た
に
収
蔵
品
に
加
わ
り
、
小
西
家
伝
来
・
尾
形
光
琳
関
係
資
料
と
あ
わ
せ
て
、

光
琳
の
画
業
を
知
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
に
入
り
、
美
術
交
流
が
一
層
盛
ん
と
な
る
中
で
、
他
館
に
お
い
て
当
館

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
紹
介
す
る
機
会
も
増
え
た
。
平
成
二

年
、
茨
木
県
立
歴
史
博
物
館
に
て
「
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
中
国
の
美
術
―
彫
刻

と
絵
画
―
」（
九
月
十
八
日
～
十
月
二
十
一
日
）
が
開
催
さ
れ
、
阿
部
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
国
絵
画
四
十
三
件
と
山
口
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
国
石
彫
仏
五
十
一

件
が
公
開
さ
れ
た
。
両
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
会
し
て
他
館
で
披
露
す
る
初

め
て
の
機
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
平
成
六
年
、
大
阪
市
と
上
海
市
の
友
好
都
市
提

携
二
〇
周
年
を
記
念
し
、
四
月
十
八
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
上
海
博
物
館
（
当

時
上
海
市
河
南
南
路
に
所
在
）
に
て
当
館
所
蔵
の
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

展
観
し
た
。
そ
の
交
換
展
と
し
て
、
両
館
の
収
蔵
品
か
ら
一
八
九
件
を
あ
つ
め

た
「
中
国
書
画
名
品
展　

筆
と
墨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
五
月
二
十
四
日
～
六
月

二
十
六
日
）
を
大
阪
市
立
美
術
館
に
て
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
は
開
館
六
〇
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
展
と
し
て

「
大
阪
市
立
美
術
館
の
名
品
」（
十
月
十
五
日
～
十
一
月
十
七
日
）
を
開
催
し

た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
『
見
る
知
る
遊
ぶ
―
大
阪
市
立
美
術
館
探
検
ガ
イ
ド
―
』
を
刊
行
し
て
い

る
。
六
〇
周
年
を
む
か
え
、
館
内
の
展
示
環
境
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、
翌
九
年

度
か
ら
十
年
度
に
か
け
て
南
館
二
階
の
改
修
工
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
て
数
量
の
多
い
カ
ザ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
親
し
む

機
会
を
増
や
す
た
め
、
専
用
の
展
示
ケ
ー
ス
が
新
調
さ
れ
た
。
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）、
工
事
の
完
了
を
受
け
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
特
集

展
示
「
漆
と
黄
金
（
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
カ
ー
）
―
技
と
遊
び
の
小
世
界
」
を
開
催

し
、
カ
ザ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
江
戸
末
か
ら
明
治
の
根
付
・
蒔
絵
装

身
具
・
調
度
を
展
観
し
た
。
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平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
日
蘭
交
流
四
〇
〇
周
年
特
別
展
覧
会
「
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
と
そ
の
時
代
」（
四
月
四
日
～
七
月
二
日
）
で
は
「
青
い
タ
ー
バ
ン

の
少
女
」（
オ
ラ
ン
ダ
・
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
）
を
は
じ
め
と
す
る
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
の
代
表
作
五
点
と
デ
ル
フ
ト
派
の
作
品
約
四
〇
点
を
並
べ
た
。
開

催
前
か
ら
話
題
を
呼
び
、
ま
た
当
館
の
単
館
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
た

た
め
か
、
来
場
者
は
会
期
を
通
し
て
五
十
九
万
人
に
お
よ
び
、
現
在
も
当
館
の

入
館
者
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
天
王
寺
公
園
の
再
開
発
で
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
の
展
覧
会
の
盛
況
を
受
け
て
美
術
館
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

っ
た
慶
沢
園
南
門
側
の
散
策
路
に
「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
小こ

み
ち径

」
と
愛
称
が
つ
け

ら
れ
た
。

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
泉
屋
博
古
館
分
館
（
東
京
・
六
本
木
）
の
開

館
三
周
年
を
記
念
し
て
、
当
館
所
蔵
の
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
代
日
本
画
全

二
十
点
を
陳
列
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
泉
屋
博
古
館
は
、
周
知
の
と
お

り
住
友
家
が
蒐
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
存
・
展
示
し
て
い
る
美
術
館
で
あ

り
、住
友
家
か
ら
土
地
や
作
品
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
当
館
と
は
所
縁
が
深
い
。

こ
の
展
覧
会
を
機
に
当
館
の
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
全
点
収
録
し
た
図
録
『
住

友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
近
代
日
本
画
―
関
西
邦
画
展
覧
会
―
』
が
上
梓
さ
れ
た
こ

と
は
当
館
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
小
野
順
造
氏
蒐
集
の
中
国
彫
刻
十
九
点
を

譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
特
集
展
示
「
小
野
順
造
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

中

国
彫
刻
」
を
開
催
し
た
。
小
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
は
、
山
口
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
合
わ
せ
て
当
館
の
中
国
石
造
彫
刻
群
の
益
々
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
な
お
展
覧
会
か
ら
は
少
し
話
が
そ
れ
る
が
、
こ
の
年
、
戦
前
の
建

築
の
た
め
不
便
も
多
く
な
っ
た
美
術
館
の
状
況
を
鑑
み
、
大
阪
市
が
推
進
す

る
「
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」
事
業
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
）
に
関
連
し

て
、
美
術
館
正
面
に
車
椅
子
用
の
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
館
内
に
は
身
障
者

用
の
ト
イ
レ
や
乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
開
館
七
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
の
年
は
、
春
に

「
書
の
国
宝　

墨
蹟
」
展
、
夏
に
「
プ
ラ
ド
美
術
館
展
」、
そ
し
て
秋
に
「
大
阪

人
が
築
い
た
美
の
殿
堂　

館
蔵
・
寄
託
の
名
品
か
ら
」
展
を
開
催
し
た
。
こ
の

周
年
記
念
展
に
つ
い
て
は
冒
頭
に
触
れ
た
通
り
で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
『
大
阪

市
立
美
術
館
所
蔵
作
品
選
』
を
刊
行
し
た
。
蔵
品
図
録
は
先
の
五
〇
周
年
展
に

あ
わ
せ
て
も
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
未
収
録
で
あ
っ
た
作
品
を
補
い
、
個

別
解
説
に
英
訳
を
付
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）、
こ
の
年
、
二
つ
の
ま
と
ま
っ
た
陶
磁
器
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
贈
し
た
。
一
つ
は
富
本
憲
吉
記
念
館
（
奈
良
・
生
駒
郡
安

堵
町
、
二
〇
一
二
年
閉
館
）
館
長
で
あ
っ
た
辻
本
勇
氏
蒐
集
の
富
本
憲
吉
作
品

が
、
遺
族
に
よ
り
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
受
贈
を
記
念
し
て
陶
磁
器
八
十

辻本 勇 (1922-2008)

田原一繁 (1934-2009)・元子

小野順造 (1916-1989)
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件
と
エ
ッ
チ
ン
グ
や
図
案
類
二
十
件
に
よ
る
特
集
展
示
「
受
贈
記
念　

辻
本
勇

コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

陶
芸
家
・
富
本
憲
吉
の
世
界
」（
一
月
五
日
～
二
月
十
三
日
）

を
開
催
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
で
あ
っ
た
田
原
一
繁
氏
蒐

集
の
鍋
島
焼
一
一
八
件
で
あ
り
、夫
人
の
元
子
氏
に
よ
り
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
て
を
展
観
し
た
「
田
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受

贈
記
念　

色
鍋
島
・
藍
鍋
島
」（
八
月
二
日
～
九
月
四
日
）
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
触
れ
た
よ
う
に
大
阪
市
立
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の

大
部
分
が
多
く
の
関
西
を
中
心
と
し
た
篤
志
家
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、現
在
に
つ
づ
く
ま
で
毎
年
寄
贈
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い
る
。「
唐

犬
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、い
ま
や
約
八
四
〇
〇
件
を
か
ぞ
え
、

一
地
方
に
と
ど
ま
ら
な
い
文
化
史
に
お
け
る
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
近

年
、
海
外
か
ら
の
出
品
依
頼
も
た
び
た
び
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
に
は
香
港
藝

術
館
に
お
い
て
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
展
覧
会
「
大
阪
市
立
美
術
館

蔵　

宋
・
元
・
明
中
国
書
画
珍
品
展
」
が
開
催
さ
れ
、
中
国
書
画
三
十
八
件
を

貸
し
出
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
に
は
「
再
発
見
！
大
阪
の
至
宝
｜
コ

レ
ク
タ
ー
が
愛
し
た
た
か
ら
も
の
｜
」
と
題
し
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ

め
、
大
阪
市
立
の
博
物
館
・
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
名
品
に
よ
っ
て
、
そ
の
収

集
の
歴
史
と
そ
の
魅
力
を
広
く
周
知
す
る
た
め
の
展
覧
会
も
開
催
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
八
〇
周
年
を
迎
え
た
大
阪
市
立
美

術
館
。
こ
の
た
び
の
記
念
展
を
通
し
て
、
館
が
歩
ん
で
き
た
道
程
や
先
人
た
ち

の
重
ね
た
想
い
が
如
何
ば
か
り
伝
え
ら
れ
た
の
か
、
少
し
ば
か
り
心
も
と
な
い

が
、「
壺
中
之
展
」
の
な
か
で
美
術
館
の
過
去
に
邂
逅
し
、
今
こ
こ
に
伝
え
ら

れ
た
作
品
の
世
界
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
た
な
ら
こ
の
上
な
く
幸
い
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
、
市
政
一
〇
〇
周
年
事
業
と
し
て
決
定
し

た
近
代
美
術
館
の
建
設
も
、
念
願
叶
っ
て
大
阪
新
美
術
館
と
名
を
改
め
、
近
く

実
現
さ
れ
る
と
聞
く
。大
阪
に
新
し
い
美
術
館
が
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
一
方
で
、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
大
阪
市
立
美
術
館
は
希
少
な
戦
前
の
大
型
美

術
館
建
築
と
し
て
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
な
っ
た
。
難
産
の
末

に
生
ま
れ
落
ち
た
建
物
は
、
八
〇
年
の
年
月
を
経
て
歴
史
に
刻
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
美
術
館
の
建
物
が
着
実
に
齢
を
重
ね
る
傍
ら
、
美
術
館
の
組
織
は
近

年
大
き
な
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
十
九
年
、
教
育
委
員
会
か
ら
ゆ
と

り
と
み
ど
り
振
興
局
に
所
管
が
移
り
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
は
経
済
戦
略
局

に
組
織
替
え
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
財
団
法
人
大
阪
市
立
博

物
館
協
会
（
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
公
益
財
団
法
人
）
の
指
定
管
理
を
受
け
て

い
る
。
昨
今
は
地
方
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
流
れ
の
中
で
、
新
た
な
体
制
へ
向

け
て
動
き
始
め
て
い
る
。

　

近
日
、天
王
寺
公
園
も
「
て
ん
し
ば
」
を
中
心
に
す
っ
か
り
と
様
変
わ
り
し
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
美
術
館
を
取
り
巻
く
環
境
が

絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
中
で
、
美
術
館
と
し
て
の
本
来
的
な
機
能
を
維
持
し
な

が
ら
、
八
〇
年
の
そ
の
先
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
市
立
美
術
館
学
芸
員
）
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註
１　

大
阪
市
立
美
術
館
の
歴
史
に
つ
い
て
は
主
に
次
の
資
料
を
参
考
と
し
た
。
望
月
信
成　

　
　
『
一
筋
の
細
い
道
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
四
）、
村
松
寛
『
美
術
館
散
歩
』（
河
原
書

　
　

店
、
一
九
六
〇
）、『
大
阪
市
立
美
術
館
二
十
年
史
』（
一
九
五
六
）、『
大
阪
市
立
美
術

　
　

館
五
十
年
史
』（
一
九
八
六
）、『
見
る
知
る
遊
ぶ
― 

大
阪
市
立
美
術
館
探
検
ガ
イ
ド 

―
』

　
　
（
一
九
九
六
）、『
美
を
つ
く
し
』（
大
阪
市
立
美
術
館
定
期
刊
行
物
、
一
九
五
八
～
）

２　

落
成
記
念
展
な
ど
開
館
年
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
『
大
阪
市
立
美
術
館
年
報 

第
一 

昭

　
　

和
十
一
年
度
』（
一
九
三
七
）
を
参
照
し
た
。

（　

坂
本
哲
「
戦
中
・
戦
後
の
美
術
館
界
隈　

ウ
ロ
覚
え　

（
」『
美
を
つ
く
し
』（
一
四
八
、

　
　

一
九
九
七
）

　

[

付
記] 

本
稿
中
の
肖
像
写
真
に
つ
い
て
は
、『
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
作
品
選
』（
二
〇
〇
六
）
か

ら
転
載
し
た
。
な
お
、
岡
本
蓉
二
郎
氏
は
「
岡
本
蓉
二
郎
回
顧
展
」
冊
子
（
現
代
中
国
藝
術

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
）、
辻
本
勇
氏
は
「
受
贈
記
念　

辻
本
勇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

陶
芸
家
・

富
本
憲
吉
の
世
界
」
展
図
録
、
田
原
一
繁
・
元
子
夫
妻
は
「
田
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
受
贈
記
念

色
鍋
島
・
藍
鍋
島
」
展
図
録
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
画
像
を
転
載
し
た
。

開館当時の大阪市立美術館


